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夜
で
あ
る
｝
さ
ら
に
、
地
万
公
民
刊
体
へ
J

山
戸
一
条
例
た
る
平
一
税
史
何
十
川
氏
滑
に
茶
づ
い
f
L

行
う
独
’
U
の
景
観
行
政
も
か
な
り
古
く
行
わ

計
て
い
L

J

ご
も
っ
と
も
、
景
観
九
月
例
の
ギ
く
は
、
主
効
ド
苛
侭

同
U
1
の
善
計
総
付
け
と
行
？
校
指
導
に
依
存
二
、
お
り

ーァ

川
明
玖
を
設
け
る
と

L
て
も
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
仁
政
指
導
に
淀
わ
な
い
者
の
え
名
等
を
公
表
す
る
と
い
う
ソ
フ
ト
な
手
段
を
泊
い

る
い
と
と
ま
コ
て
い
た
u

二
れ
ら
ι
〔
小
説
法
制
定
以
r
配
の
出
制
段
お
よ
び
そ
の
引
起
用
に
つ

3
‘
次
の
よ
う
な
特
慨
を
指
長

γ
る
こ
と
が
で
き
る
。
議
h
的
規
制
一
子

法
は
、
ほ
と
ん
ど
は

fL化
刈
係
議
決
判
明
に
茶
イ
い
一
ー
、

厳
選
さ
れ
た
M
L
mヤ
リ
判
刊
み
を
現
状
凍
結
的

L
保
ふ
f

す
る
た
め
い
勾
み
上
山
市

さ
れ
て
L
た

と

L
て
、
兵
好
な
牛
一
一
川
環
境
ー
と
［
て
の
情
説
の
保
全
形
民
は
、

品
川
品
、
戸
ム
下
条
河
に
草
川
ワ
き
非
粍
力
的
千
世
に
上
つ

一k
行
、
わ
い
れ
羽

r
、
出
計
法
ト
の
長
日
間
地
凶
川
刷
吹
の
活
用
例
円
以
極
め
て
L
Y
な
か
っ
た
c

ま
た
、
丈
釘
同
地

μ日
中
、
法
律
上
、

市

iri 
iや
σ〉

え
視
を
経
持
寸
ふ
た
め
ー
定
め
る
地
問
い
」

部
計
法
の
制
静
岡
に
お
い
て

し
仁
二
七
ハ
フ
ら
れ
了
、
ー
ら
だ
上
う
ー
、

1

4

J

i

i

；

l
i

；

1

1

 

人
え
化
対
保
議
決
制
の
み
な
ら
ず
、

も
、
既
有
の
す
ぐ
れ
七
且
一
問
、
そ
維
持
す
る
こ
と
に
車
点
が
青
か
れ
、

将

K
に
門
付
て
景
観
を
形
成
・
設
奔
す
ノ
へ
と
－
1
7
H
M
t
l
は
希
薄
で

i
v
o
j
2

－
 

d

－

マ

4

」
の
〕
で
つ
に

協
力
的
規
制
千
法
が

厳
選
三
れ
た
す
ぐ
れ
た
い
京
尚
の
現
状
を
保
全
す
る
た
め
に
」

V
用
い
ら
れ
ご
こ
ご
か
っ
九
人
問

市iti短観iT政とH主導の同肝

出
で
L

V

L

は
、
ま
ず
、
景
観
な
い
1

d

夫
目
別
ζ

い
～
勺
保
護
法
益
ド
ド
山
一
対
す
る
も
の
が
考
え
ら
れ
る
っ
そ
も
そ
も
、
「
景
観
」
と
い
う
、

間
の
牛
活
や
以
札
人
山
泊
計
づ
い
と
日
て
人
士
ず
ら
、
と
は
い
え
ん
怖
い
吉
沢
主
一
利
益
の
た
め
い
は
産
権
全
制
限
γ
る
こ
と
が
理
論
的
に
汁
い
甘
さ

、
一
、
二
、
J
3
v
L
Z
M
W生

T
t

今、

1

i
n
る
力
、
戸
、
て
カ
し
ι

し

F
ノ
角
】
刀
戸
心
力
｝
J

J

f

i

寺
戸
行
手
れ
る
と
し
亡
、
も
被
恒
河
川
明
者
の
納
得
が
汚
ら
れ
に
く
い
。
ま
え
、
何

な
臣
民
団
一
日
J
hぬ
る
hr
は
少
な
か
ら
ず
で
説
ド
＋
片
ア
ム
己
主
れ
る
た
め
、
税
制
内
吾
に
つ
い
ピ
コ
J

セ
／
サ
ヌ
幸
一
J
J
る
こ
と
が
明
野
ぜ
あ
り
、

つ
、
多
数
日
が
好
む
計
回
問
、
主
ナ
rv抗
日
に
押
し
つ
け
る
こ
と
が
訂
さ
れ
る
の
が
‘
と
い
う
疑
問
刈
が
抱
hr
れ
る
可
能
件
が
あ
る
円
一
ま
と
‘
こ

れ
ら
の
事
情
か
ら

だ
め
い
容
の
村
一
制
を
定
め
た
と
し
て
も
ず
の
執
行
が
住
難
壬
伴
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
z
N
U

の
山
カ
ノ
オ
れ 人
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こ
う
ν

た
伐
の
は
的
な

γ
円
斗
へ
ザ
ピ
実
技
す
る
と
め
、
法
は
い
か
な
る
制
伐
を
用
意
し
て
い
る
だ
？
っ
か
一

v

五
J

一恨の

闘
わ
る

J
W

の
1
J
7
2

ず、、（
γ
r

一r初
計
一
Z

iふ
，、

i
j

ヒ
f

ハ
条

（
乙
地
fλ

計

（イ
J

且一打開問地牙一お
Z
びよいれ甘
F

鋭
地
λ

（J
H
一八

副
将
よ
刊
げ
地
υい↓
n
幽
斗
j

形
能
t
Z
F斤
粂
川
川
／
什
い
七
六
従
来
一
、

九
一
条
一

の
四
つ
を
挙
げ
ム
ヴ
～
j
が
と
き
る
“

三
～
且
京
税
同
町
疋
（
法
八

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

H
矧
か
句
情
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く

以
前
が
ら
存
仕
し
と
制
賓
と
酎
い
い
ち
ぜ
汁
十
心
川
河
係
を

h
ず
る
。
（
ア

ぷ
刻
め
一
ヲ
る
の
は
品
川
刀
公
共
団
体
内
山
三
下
々
木
例
た
る
最
時
一
条
例
、

一
は
都
一
υ
法
川
八
条
項
六
μ
勺
お
よ
び
川
九
来
二
心
項
の
十
九
回
同

凶
地
げ
円
、
一
ウ
）

は
、
山
店
長
決
六
八
条
乃
二
じ
よ
る
、

地
川
出
計
町
斗
J

の
区
域
切
に
お
け
る
注
い
た
物
内
川
製
を
定
的
る
条
例
、
へ
L

一
は
、
建

革
法
六
九
条
以
ト
γ
よ
る
建
築
協
疋
お
よ
び
旧
都
市
緑
地
保
人
工
法
一
四
条
以
下
μ
よ
る
緑
地
協
疋
（
景
叙
絞

法
v
よ
る
f
q
t
H弘
山
川
都

市
緑
地
法
川

μ
条
ロ
ト

（
ウ
一
は
、
都
市
計
阿
法
上
の
都
市
計
州
、
竹
中
世
づ
け
tJ
れ
る
か
存

に
止
め
る

一しムフ代
F

）
コ
、
－
Y

、1
J
〈
一

d
f
i

か
は
引
と
し
ζ
、
「
「
削
幽
」
の
性
格
を
有
し
、

概
ね
伎
の
も
の
ほ
と
狭
い
地
戒
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
と

開
門
つ
め
制
授
に

つ
い
f
l
＼

人
礼
士
の
制
度
と
比
較
し
な
が
－
り
、

そ
の
コ
義
と
特
徴
を
幣
躍

L
て
お
？
了
、
J

一J

ア

一「ハ一関オム閉山

吾
川
波
ィ
日
出
は

J
C
J
創
設
す
ょ
に
新
ト
な
計
百
一
制
度
ご
あ
り
、

前
向
行
政
国
体
p

抑
制
五
府
県
土
寸
～
は
市
町
？
に

t

が
＝
わ
や
一
定
め
る

市iti短観iT政とH主導の同肝

h

、
条
一
頃

七

条

理

従
来

ν
ば
に
ば
白
士
一
条
例
に
よ
っ
て
ノ
汀
わ
れ
て
い
た
地
方
公
判
同
体
の
治
’
い
の
景
観
行
政
に
法
律
の
枝
川
日

今

、

J

～Jι
ブ
よ
八

必
吹
い
応
仁
て
強
初
カ
を
ト
ド
品
叫
す
ゐ
ヂ
と
を
U
能
い
L
P
J
も
の
で
あ
匂
υ

対
象
地
燃
は
、
「
抑
州
市
、
幽
ぽ
山
漁
村
／
て
の
他
市
街
地
又
は
集
訴
を
形
成
し
一
1
い
る
地
域
社
月
三
一
れ
し
二
体
と
な
っ
て
京
矧
を
形
成
L

ご
い
る
地
域
一
で
あ
コ
て
、
法
人
条
一
項
各

zm要
件
い
↑
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

J

年
再
を
中
払
い
と
ヲ
る
九
円
内
、
部
＋
口
一
υ
山
区
域
し

澗
脱
走
さ
れ
ご
い
な
い

行
為
規
制
の
竹
内
は
、

回
以
剥
司
同
代
「
良
戸
げ
な
景
観
山
た
め
の
行
為
の
制
限
に
関
す
る
事
項
」

し
こ
し
て
定
め
る
も
の
と
さ
れ
、
建 d士
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第
一
物
・
一
作
物
の
形
態
ま
え
は
h

色
彩
そ
の
他
の
五
匠
の
削
除
、
川
民
間
築
物
・
作
物
的
古
ち
の
戸
川
両
院
吃
ま
た
は
最
低
限
度
の
制
限
、
陪

出
の
仕
置
の
制
限
ま
と
は
建
等
物
の
敷
地
庶
ば
恨
の
H
h
役
限
度
M
f
の
規
制
基
準
r

与
を
設
け
ノ
る
こ
と
が
で
き
ゐ

環

現
川
一
｝
頃
一
。

規
制
均
実
効
注
確
保
の
刀
法
と
し

cは
、
届
山
・
勧
告
討
よ
フ
変
更
命
令
の
川
叫
授
が
疋
め
ら
れ

C
い
る
川
屑
出
・
幼
告
の
汁
象
し
ど
一
な

る
の
は

（
」
建
築
物
・
「
作
物
々
拘
禁
・
改
後
・
仲
間
活
‘
色
川
町
の
変
更
出
J

、
｛
日
～
都
計
法
上
の
出
向
在
行
為
号
、
ヘ
山
】

そ
の
他
罰

畑
同
行
段
川
川
体
内
条
例
ネ
よ
か
め
る
打
為
で
あ
る

一
法
一
ム
ハ
条
）

l

変
更
命
令
は
、

法
一
法
物
・
ア
じ
崎
什
物
じ
っ
b

吾、

長
訪
日
川
い
定
め
ら
九
ど

形
山
口
立
す
い
の
制
限

γ
泌
ム
ー
さ
せ
乙
た
め
い
の
み
発
ヂ
ミ
こ
と
官
ど
さ
る

ま
七
、
志
J

更
命
令
の
対
象
い
）
ず
る
行
為
は

Jrめ
久
公
判
戸
C
f
疋
め

て
お
く
必
要
が
あ
る
（
法

k
朱

読
が
、

ー
同
川
市
引
の
宵
九
r

j

寸
の
制
限
が
わ
え
出
ん
命
令
の
対
象
と
さ
れ
な
か

r
J

む
の
は
、
景
観
計
町
の
策
た
子

品
民
間
地
区
の
よ
〕
な
都
市
副
向
ほ
と
段
格
で
な
い
し
一
い
う
珪
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
心
ま
p
人、

院
発
行
為

の
制
限
は

条
例
化
ず
る
こ
と
！
円
よ
い
り

部
計
法
上
の
問
主
詐
り
の
基
準
と
」
ヲ
フ
匂
炉
、
Br
が
で
き
る

粂
十
ト
項
）

都
計
法

i 

一「ハ視地
λ

お一

f
v準
E
R
掴
岡
地
三

吾
川
波
地
は
お
土
ひ
洋
単
一
小
説
法
可
J

は

ヤ
ハ
制
川
地
ぽ
に
代
わ
る
新
た
な
詐
J
川
法
ト
L

的
地
銭
。
地
ほ
と
工
、
設
け
ム
わ
ん
J

M
制
度
で
あ
り

計
法
八
夫
一
店
二
八
口
一
、
市
町
吋
が
お
市
計
一
ロ
に
止
め
る

J<( 

こ
丸
に
打
、
ド
美
制
問
地
J

へ
一
の
制
役
は
廃

Lδ
抗
丈
一

～一、、

／

ο
2
 
主

仙
川
付
い
と
美
観
地
区
と
の
足
い
と
し
＼
あ
一
に
、
景
観
池
町
い
は
景
知
的
維
持
の
み
な
わ
ず
形
成
の
た
め
い
明
用
い
る
二
と
も
円
能
で
あ
む

手
一
と
（
法
六

長
項
）
、
第
い
、
日
出
柑
一
地
区
に
よ
る
ま
築
物
引
税
制
い
つ
一
い
亡
は
条
例
切
瓦
が
涜
刈
乃
安
件
し
い
さ
れ
亡
U

な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る

在
日
ね
、
都
市
内
建
栄
美
の
保
護
を
日
的
と
す
る
美
制
同
地
区
と
異
な
り

U
H
然
的
景
観
の
維
持
を
口
約
と
ヲ
る
岡
山
致

凶
地
げ
円
山
制
庭
は
、
そ
の
ま
ま
存
続
ち
は
ら
れ
て
い
る
υ

対
象
地
域
は
、
景
観
地
区
と
半
景
制
地
凶
ー
と
で
巽
九
日
y
d
z
景
観
地
区
は
、
都
市
計
両

μ舶
、
ま
ん
は
辛
都
市
計
削
同
域
防
い
の
土
地
の
区

,C•; 
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斗
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心
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践
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
る
が

条

頃

準
冒
f

小
判
州
地
一
一
は
、

日
川
市
計
一
回
同
一
域
お
ム
ぴ
ι
単
打
川
市
計
百
一
回
域
外
的
5
r
初
計
十
士
山
一
戸
域

法
’

り
つ

ι、
相
、
一
絞
め
建
染
物
の
建
苓
が
行
わ
れ
、

廷
に
良
好
な
一
世
制
点
形
式
さ
札
、
ド
る
一
疋
の
メ
一
時
刊
を
対
象
に
す
る

法
ヒ
四
条

i声
信
品
川
叫
何
人
谷
に
つ
F
C

ま
ず
、
景
観
仙
川
口
い
か

7Ar
－ゆ

で
つ
け
判
川
市
似
す
る
こ
と
が
引
き
る
の
は

（
土
建
築
物
内
形
態
立
出
等

（
型
工
作
物
内
形
世
忌
匡
号
、
～
い
ぜ
問
先

1
一
一
等

C
あ
る

円
建
い
た
物
内
桃
山
肌
と
し
て
は

一U
形
市
ぺ
意
一
昨
内
初
州
民

（ 

内
長
V
M
以
庭
ま
と
は
民
民
浪
度
、

ftf壁
凶
の
位
惇
内
川
川
浪
、
小
市
一
円
京
地
面
荘
内
最
低
明
削
除
べ
を
定
め
る
一
｝
と
が
で
き
、
小
一
は
必
須
と
、
一
心
れ
て

る

へ
法
六
一
条

一日
J

の
で
什
物
に
つ
い
v
f

も
、
右
の
へ
U
t
山
町
一
に
刈
応
す
る
制
限
J
E
1
E

め
ミ
こ
と
が
で
き
る
が
、
建
築
物
ー
と

釘ハ

異
な
り
来
刊
の
制
定
が
要
件
と
コ
れ
て
い
と
（
法
じ
二
条
一
項
｝

（
川
一
の
問
先
行
為
等
に
つ
い
て
も
、
条
測
の
制
疋
を
世
刊
と
し

亡
、
「
良

γ品
目
景
ー
闘
を
形
成
J

？
？
に
め
必
要
な
規
制
」
を

4
る
こ
と
が
む
き
る
と
さ
れ
て
い
る

（
法
七
一

ν

ー、ふ
1
3
、

j
1
4
 

じ
作
物
や
慌
発

h
H
J必
の
却
制
に
つ
い
て
条
例
の
制
定
が
要
件
！
と

z
h
ζ
い
る
垣
由
主
し
て
、
法
制
定
時
に
↑
戸
中
条
例
と
し
て
章
一
め
ら
れ
て
い
た
景
間
条

y

作
物
ゃ
問
先
行
為
＃
却
制
対
象
と
す
る
i

か
ど
う
か
に
つ
い
て
取
扱
ド
い
か
多
凶
作
品
で
あ
っ
九
一
た
め
、
提
制
り

て
地
域
心
事
情
に
応
じ
て
同
度
判
断
寸
る
こ
ヘ
ヤ
立
更
で
あ
る
と
よ

J

、λ
ら
れ
ど

ι

に
め

P
あ
る
、
と
い
う
説
明
が
あ
る
一

例
に
お
と
J

＼

J

ぺ
に
、
準
景

市iti短観iT政とH主導の同肝

景
観
地
一
一
に
近
い
内
M
げ
の
制
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

す
V

＼
」
の
規
制
ド
コ
い
て
条
例
の
判
引
は
が
必
安

鋭
唯
一
ズ
に
お
い
て
は
、

と
さ
れ
こ
い
る

（
法
七
h
条

i頁

市
剤
、
建
義
法
六
八
品
市
内
九
第
一
羽
、
景
観
法
泊
j
ム
l

一
一
条
・
二
河
北
f
J一コ

実
効
性
花
山
怖
の
仕
組
み
は
、
混
判
明
の
司
容
に
A

ひ
じ
に
異
な
る
手
段
う
川
い
ら
れ
る
。
や
は
ハ
リ
、
罰
則
地
↓
ね
い
か
」
円
み
て
山
一
一
う
n

f

i

一

円
建
築
物
内
規
制
の
う
ち
、
右

つ
い
て
は
、
建
比
五
準
法
L
し
の
建
後
確
認
の
対
象
と
さ
れ
る

建
華
法
六
八
条
、
六
条
）
「

L
m
形
態
草
慌
の
糾
叫
に
は
建
茶
法
は
混
用
品
れ
ず

景
町
司
法
が
新
設
し
た
市
河
川
町
ー
に
よ
る
認
定
と
い
う
制
慢
が
用

一
1
L
P
」

fげ
1

1
レ

3
4
i
 

ちi

）

久
L

土

吾
J

J

、

記
長
祉
の
受
付
与
守
受
け
ず

γ
接
抗
し
七
者
同
同
月
訂
の
対
象
ー
と
な
り
｛
法

い
ら
れ
る

（
什
い
ハ
コ
永
中
市

／、、、

--) 
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ま

4
v
穀
意
妊
の
州
制
限
い
岸
一
反
す
る
法
築
物
に
つ
い
て
は
、

市
町
一
一
い
品
、
止
、

ま
に
は
、
改
築
、
持
品
語
、
山
幌
様

十
停
ム
命
令
、

替
、
色
野
内
山
々
一
申
一
等
の
違
反
i
t
u
命
令
を
発
す
る
ご
と
が
で
き
る

（
法
↓
八
四
条

淳、

山
恥
殺
意
レ
ト
の
釘
目
に
限
J

て
♂
一
正
山
制
茂
が
一
場

人
さ
れ
丈
対
巾
と

L
て
、
建
築
伴
認
の
基
準
ド
ア
口
外
的
な
打
抗
告
で
決
ま
ヮ
て
い
匂
の
い
対

L
、
叫
府
議
主
互
の
制
限
は
、
政
「
官
的
・
（
疋
バ
11

的
な
お
疋
に
よ
っ
一

c行
i

わ
れ
る
問
叫
ん
い
が
あ
れ

規
制
什
い
滴
ふ
n
fず
る
か
ガ
カ
乃
汁
訴
は
周
州
内
法
相
お
物
十
背
景
に
よ
っ
ー
一
押
’
な
る
円
能
内

が
あ
る
か
ら
、
し
に
説
日
与
れ
て
い
る

そ
内
結
国
刊

同
じ
建
染
物
内
投
一
ル
弁
吹
け
で
あ
っ
て
も
、
世
U
H
A

時
“
誌
の
対
象
と
な
る
併
頃
l
L
山花
J

止
切
皮
の
対
象
と
な
る
事
出
掛
が
存
す
る

こ
と
～
な
る
し
か
も
、
建
築
確
認
は
、
前
記
の
よ
う
な
性
格
か
ら
、
氏
関
山
花
誌
牧
正
絞
伐
に
で
の
往
限
を
ゆ
だ
泊
る
こ
と
も
可
能

－
亡
り
さ
わ
れ
戸
、

J

1
町
一

J
h下
山

γ
こ

；

F

l

l

1

；
ー

形
山
出
口
寺
中
下
に
問
う
る
規
制
を
す
べ
て
数
伯
ヤ
色
む
ム
一
し
ナ
能
川
常
時
打
一
恥
制
皮
を
通
じ
て
機
械
的
い
執
行
す
4

こ
と
は
超
切
で
な
い
場
合
が
あ
り
う
る

D
Lか
［
、
阿
川
温
叫
ん
ば
ド
イ
ソ
山
内
注
入
会
乃
可
制
慢
の
よ
う
に
一
一
冗
的
な
計
り
制
慢
の
中
で
隊
々
な

要
点
、

r当
時
す
ふ
と
い
う
ん
向
で
は
な
く
、
許
認
可
制
慢
の
争
同
体
化
な
い
し
汗
裂
を
、
弘
め
る
力
向
む
の
対
処
が
止
さ
れ
た
一
と
が
安
心
V
」

か
と
う
か
て
し
「
問
習
は
慢
も
っ
蹴
打
の
制
忠
仁
あ
ま
り
一
一
子
守
触
れ
ず

ノ
ム
安
じ
川
州
、
て

新
ど
会
制
ば
を
ベ
ソ
イ
叶
ソ
ク
り
で
つ
に

沼
市
却
す
よ
て
い
く
ど
い
う
改
正
ス
hv
イ
ル
は

わ
が
国
の
都
市
計
川
法
制
に
お
い
て
で
く
、
呈
ム
れ
る
も
の

ーし、
h
r
q

〕、
F

」、つ？レ九」

ス
々
イ
ル
は
、
総
人
口
的
己
主
レ
つ
づ
く
り
の
推
進
中
、

市
民
に
ど
っ
て
の
制
民
の
わ
か
り
や
す
さ

E

立
通

L
m
）一さ
L
f
r
J
い
う
柑
剛
山
、
r
b
すJ

れ
ば
、
以
し
と
望
ま
し
い
と
は
い
よ
ハ
ず
今
後
の
改
革
深
山
間
勾

つ
と
い
え
よ
う

（

μ
、一

の

TLn物
い
つ
い
に
は
、
連
U

走
法
は
迫
府
内
ベ
九
J
4
7

、
ま
丈
、
法
乃
定
め
る
引
調
子
ら
在
按
迫
市
九
九
な
い
u

形
詐
音
E

立
の
判
川

限
じ
つ
い
て
は
一
点
定
怖
い
尽

そ
れ
以
れ
の
制
限
に
つ
い
て
は
追
及
是
正
命
令
の
制
庚
宅

条
例
と
疋
め
る
こ
と
い
か
で
き
る
も
の
と
さ
九

内
側
先
打
ね
に
つ
い
て
は
同
門
小
規
出
面
と
異
な
り
、
祁
十
心
ル
画
法
［
力
開
発
許
川
の
対
象
と
す
る
の
ご
は
な
ノ
＼
独

自
の
許
可
制
皮
を
設
げ
る
こ
と
市

Ff疋
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

ピ
い
る
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ノ

地
川
井
町
お
よ
び
地
可
J

計
問
主
寸
杉
諜
ピ
匠
条
例

法
ヒ
六
久
へ
が
定
め
る
地
三
計
官
F
1
4
4
U
設
主
匠
条
例
の
制
度
は

お
寸
川
法
U牛

ue
の
法
律
に
基
づ
く
既
存
の
地
一
メ
計
ふ
出
世
一

d

の
制
度

（
只
体
的

い
は
店
七
六
タ
ホ

む
に
列
挙
さ
れ
と
い
る
｝
を
市

n
w
p
h
p
れ
を
拡
充
す
る
三
と
を
同
的
と
し
こ
い
る
り
上
だ
が
コ
ご
、
景
知

F
両州内

J
う
に
従
来
i
I
い
悼
に
は
な
か
っ
た
判
明
吹
を
剖
設
す
る
も
の
と
も

封
印
バ
地
区
の
よ
う
に
乳
行
の
法
律
上
の
制
使
を
莞

d
L
と
ど
れ
に
川
、

わ
る
よ
り
の
と
ム
ぷ
ゆ
い

地
問
」
山
山
村
寸
は
‘
で
可
村
い
か
決
J

疋
γ
る
都
市
I
司
画
七
あ
h
、
そ
の
九
容
を
市
一
J
U引
が
建
革
法
六
へ
条
内

じ
士
宮
づ
い
て
条
例
化
す
れ

は
、
法
wwk
確
訟
の
刻
家
工
4
3
4
こ
と
い
仁
き
る

虻
来
も
、

地

μイ
川
山
町
寸
に
よ
り
、

建
築
物
の
形
MM
ョ
E
に
つ
い
て
も
況
制
オ
る
こ
と

は
で
ヌ
た
が

厚
恨

ιは
外
壁
の
形
（
M
N
J
人
は
寺
中
下
を
そ
の
形
式
又

h
t
っ
て
定
め
ど
制
限
で
あ
る
戸
）
と
L

建
基
法
法
行
ム
F

t

ハん
f
h

の

と
い
う
制
約
が
あ
り
、
理
乳
幼
主
体
し
ら
i
子
、
の
景
巨
じ
γ
色
彩
を
対
象
に
す
る
干
と
が
で
き
な
い
と
い

一
の
土
第
暁
八
号

J

う
限
界
が
あ
っ
た

地
区
計
同
等
形
信
幸
口
、
医
条
例
を
制
｛
T
L式
場
へ
J

に
は

こ
う
し
か
制
約
を
ご
ん
け
ず
に
法
築
物
品
上
作
物
の
似
絵
J
、

民
字
削
除
寸
る
こ
と
が
で
き
も
の
で
あ
る

実
効
性
確
恨
の
仕
組
み
は
、

市
町
町
長

μτ
山
町
九
｛
か
に
お
よ
び
違
反
是
正
命
令
の
制
官
f
三
月
い
る

景
観
並
区
凶
市
景
観
地
区
と
同
後
、

市iti短観iT政とH主導の同肝

F

一
ー
ム
デ
下
疋
さ
れ
て
い
る
が
、

九
月
例
で
こ
れ
ら
に
つ

v
て
一
た
め
4
2
置
く
ァ
」
ど
が
安
件
y
き、パ

L

い
る

（
法
七
六
条
頃

川
川
区

E
百
円
等
に
基
づ
く
形
能
主
互
の
判
明
以
内
仕
組
み
に
は
芳
更
は
主
い
の
で

円
以
F

れ
か
旬
、
あ
っ
七

形
態
吉
田
の
制
限
で
あ
っ

C
も

げ
ん
事
と
州
出
梓
に
浅
川
千
確
認
の
吋
象
に
な
る
も
の
と
、
認
評
判
山
げ
に
の
汁
象
と

4
る
も
の
し
イ
が
併
存

L
仁
い
b
ご
と
に
な
る
の

一
こ
で
も
、

ド
λ
来
の
制
度
に
あ
ま
り
干
を
触
れ
ず
、

必
中
友
な
も
の
を
追
LU
ず
る
三
と
を
優
先
す
る
、
と
い
う
改
止
ス
タ
ノ
ル
じ
か
頭
若
に
現
れ
ど
い
る
ー

工

品
取
矧
同
協
d
u叫

景
観
協
吉
川
、
達
、

b

作
品
世
活
法
の
建
築
協
定
お
よ
び
都
市
緑
地
法
上
の
緑
化
協
定
ト
〆
い
う
知
苅
か
ら
存
有
し
た
制
度
を
、
最
初
い
に
、
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三



二



の
敵
地
、
情
活
J

人
は
建
染
設
備
に
阿
す
る
制
限
で
け
丈
観
的
保
冷
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、
地
方
公
共
同
体
の
告
側
で
包
め
る
一
t

」

｛
た
め
ら
れ
、
条
例
制
定
が
滑
川
引
の
要
件
ど
さ
」
れ
て
い
た
っ
与
に
税
法
ズ
へ
の
移
行
の
際
に
ご
の
要
件
が
取
出

F
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
て

の
迎
由
に
つ
い
て
、
斗
案
者
サ
ィ
ー
か
ら
の
説
引
は
み
あ
た
ど
な
い
n
w即一
F
Aい
い
お
い
に
は
、
却
一
n
Aい
へ
条
項
ロ
勺
の
吊
途
地
践
の

一
F

、

J
、
っ
ト

（
山
川
海
地
践
に
お
い

C
は
建
奉
仕
剥
ぷ
）

に
規
制
的
ぃ
恭
準
炉
、
メ
ニ
が
亘
、
休
的
い
｛
疋
め
ら
九
て
い
る
四
時
九
に
は
、
都

法
侍

市＝一
μ
阿
丸
山
f
主
の
み
で
足
れ
る
も
の
と
き
九

こ
う
し
た
法
律
内
定
め
が
な
い
場
企
じ
は
、

条
例
化
が
建
設
現
桃
山
要
件
と
さ
れ
て
き
た
い

役
者
山
川
川
と
し
て
‘
本
九
回
同
地
円
以
外
に
、
民
致
地
区
一
都
罰
法
冗
八
b
h
f
J

や
品
川
区
百
両
な
ど
を
や
げ
る
こ
と
が
さ
き
る
ο

地
M
V
R
阿
寺

形
山
口
立
す
い
か
余
川
刊
の
制
度
は
こ
の
ト
ト
も
つ
な
従
点
の
立
法
政
最
？
な
踏
襲
し
て
い
と
才
打
J

に
あ
る
一

と
こ
ろ
が
、

川
市
斜
地
同
に
お
い
て
は
、
特

段
の
一
説
明
な

L
に
条
例
制
｛
た
と
い
う
要
件
が
外
三
れ
一
、
お
り
、
ま
と
、

そ
の
粘
果
、
札
制
送
り
条
例
制
定
が
必
要
と
荒
れ
て
い
る
風
致

地
町
い
と
の
川
刊
の

7
、
〆
バ
ラ
ン
ス
も
中
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

停
か
に
、
条
例
化
を
見
附
要
件
と
す
る
と
、

議
ヘ
五
円
議
決
と
い
う

T
続
的
民
担
や
、

慢
決
め
る
と
動
か
し
に
く
l
b

等
の
間
出
鳴
か
』
円
、

制
疫
L

少
佐
い
に
く
く
な
る
で
あ
ろ
う
一
実
測
地
去
の
制
授
が
従
一
世
ほ
と
ん
ど
土
門
店
4
F九
て
こ
な
か
＝
ど
原
河
の

つ
も
ふ
、
一
に
あ
る
と

す
る
一
ぷ
A
ぱ
、
翌
日
向
行
政
を
法
極
的
に
進
め
ゐ
と
め
の
m阻
害
J
4
以
り
除
い
ん
一
も
の
ζ

詳
制
す
る
こ

J

一
も
で
え
る
一
し
か
1
7
nか
が
っ
、
ロ
ヘ

体
的
な
規
制
基
設
の
あ
り
ト
々
に
つ
い

く
閃
与
に
な
い
ノ
ス
ァ
ム
が
法
的
同
家
的
に
昆
よ
定
当
と
い

λ

る
か
、
ま
え
、
地
の

部
＝
訂
正
ト
的
制
一
伐
と
の
問
で
バ
ラ
ン
ス
を
止
ん
す
る
も
の
で
な
い
わ
、
と
い
、
っ
問
題
は

る

実
体
的
な
税
制
均
一
作
を
条
例
化
ヲ
ゐ
一
｝
と
を
義
務
付
け
内
下
い
な
い
最
初
計
画
，
い
つ
い
て
も
同
保
力
問
題
が
あ
る
。

い
か
な
る
わ
為
を

特
定
日
山
山
対
象
J

仁
為
と
せ
る
か

2
い
う
山
A

仁
絞
コ
て
条
例
制
定
を
主
務
店
け
る
と
い
う
や
守
中
途
半
端
な
仕
組
み
が
、
ど
の
よ
う
な
忠

ヨ
で
選
以
さ
れ
と
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
景
観
計
画
が
景
説
地
区
と
異
な
り
都
市
白
岡
沢
定
千
続
を
ふ
ま
す
も
汲
J

屯
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
議
会
出

l

止
め
関
与
が
必
専
む
あ
る
と
考
え
り
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い

景
観
計
山
に
お
い
て
は
、

変
更
命
令
の
対
象

、、‘、，、

ナ
y
i
U
L
i
d
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四



一山｝

、勺で
L

ぬ
る

ミ
の
よ
う
な
前
提
の
な
い
わ
が
国
で
は
、

景
説
侃
識
の
と
め
の
諸
制
官
伊
は
、
手
J

J

、
の
持
ム
υ
、
十－

mrL堤
制
会
一
行
、
つ
も
の
」

な
ム
ぎ
る
を
、
子
γ
い
V
Pっ
、
門
医
々
の
抵
抗
や
陣
引
を
町
引
き
、
そ
の
結
県
、
判
川
伐
が
法
律
i
存
在

ν

、
い
た
と
ー
ュ

to、
絵
に
措
い
ご
餅

な
い
し
日
光
と
も
る
打
そ
れ
が
あ
る
コ
利
引
打
法

τ
で
一
日
能
な
対
ハ
由
、
と
し
て
は
、
で
一
切
化
誠
監
い
凶
域
内
市
街
化
区
域
へ
の
編
人
時
や
市

j

羽

地
問
時
ナ
品
開
発
事
J
末
斗
J

い
際

L

地
臼
一
計
画
平
川
市
部
一
矧
付
い
の
制
度
の
お
源
的
円
引
用
を
は
ん
γ
る
一
｝
と
い
か
考
え
」
門
れ
る
の

「一
μ
州
な
け
れ
法
問
先
な
し
一
内
原
則
が
完
現

L
L
い
な
い
て
と
に
つ
き
、
京
議
決
ぷ
で
の
責
め
を
良
一
一
け
一
る
こ
と
は
ご
さ
ず
、

ーj
何
山
川
州
市
日
画
制
皮
全
体
内
課
題
と
し
て
論
ず
べ
き
で
あ
九
で
ん
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
は
い

λ
、
対
録
保
議
喝
形
成
心
と
め
の

制
度
だ
げ
に
い
担
司

L
て
そ
の
改
古
を
以
つ
一
ヘ
ー
よ
）
［
て
も
、

生
た
効
的
な
門
常
創
刊
行
政
甲
南
ら

μ

可
能
に
な
る
伊
と
レ
リ
ん
ば
、

か
＆
り
の
杯
誰

を
f
う
ど
あ
？
っ

ヨ
3

1二、

j
j
t
1
1
1
0
 

景
観
法
は
、
様
々
な
文
献
で
υ

司
ド
詐
錨
を
与
、
ズ
九
J

九
「
い
る
が
、

に
摘
で
戸
｝
べ
一
、
主
7
～
で
つ
ト
、

しわ

F
ゾ
仙
「
メ
一
一
迫
川
い
勺

や
脱
却
午
、
お
ち
ず
、
ま
た
、
前
提
と
し
て
の

計
前
川
な
け
れ
ゴ
阿
誌
な
し
」
の
伯
、
則
子
行
在

v

な
い
だ
め
l
争
、
正
初
制
的
制
伐

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
、
ょ
て
い
る
一
こ
れ
ら
は
、

わ
が
国
の
郡
出
計
ふ
法
制
全
体
の
一
恒
例
ど

v
ッ
て
も
品
い
も
の
で

あ
い
け
、
景
観
法
制
の
改
詩
・
改
革
に
つ

u
c論
じ
匂
際
い
は
、
中
長
則
的
な
課
題
と

L
＼
州
市
一
口
幽
法
制
全
休
の
改
革
の
必
受
注
を

視
野
に
人
れ
る
こ
と
が
τハ
ウ
て
で
あ
ろ
へ
ヲ

一i
i

一
本
稿
辻
、
も
と
ph

と
↓
一
心
リ
ハ
年
間
（
に
脱
稿
し
、
市
情
い
よ
n
ま八
rA
交
の
ま
ま
と
な
と
に
い
t

二
恥
心
で
あ
る
ご
そ
の
後
、
L
守
一
観
法
に
係
る

多
…
設
の
常
利
否
、
論
文
カ
公
い
さ
み
灯
、
ま
に
、
各
地
に
お
し
て
車
問
決
心
連
市
も
返
ん
ぞ
い
ム
叫
し
か
し
、
定
叫
？
の
ι
い
い
凶
の
お
限
と
い
う
観
川
、
生

ら
景
州
制
法
り
全
体
的
情
浩
一
二

J

い
：
リ
市
川
討
し
ょ
J

ノ
ヤ
〕
宇
心
ぇ
哉
は
町
一
回
日
一
括
一
工
地
利
吊
規
制
一
市
と
畳
間
柄
同
法
」

J

｛
づ
ス
ト
一
二
一
山
口
勺
一
一 jJ 
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（）（
J

六
一
一
一
一
京
以
「
告
別
外

ζ
L：
、
は
と
え
ど
白
川
わ
む
な
し

J

そ
F

一マ＼レム
l
h
仰
を
H
I
A

に
7
？
と
に
も
な
い
か
し
か
の
意
味
、
～
あ
々
の
ご

は
な
い
か
と
考
え
、

UU
要リ
H
J小
視
の
ι
エ
句
桜
一

ιゃ
志
田
…
ら
え
肢
の
羽
U
h
u
r
l
で
、
人
い
パ
表
4

ゆ
る
次
第
で
あ
る
一

一2
一
も
コ
と
も
、
景
観
保
護
刀
成
主
い
J
口
的
は
、
J

吊
い
れ
巧

J

制
円
強
化
Li
よ
づ
て
LAj
成
ち
れ
る
わ
什
と
は
な
ノ
＼
特
に
一
一
定
的
街
枠
外
出
笠

史
的
浬
渋
川

d

の
長
観
保
山

hmれ
約
一
辻
、
一
一
抗
的
な
郁
山
計
両
ー
な
い

1
一
安
全
濯
伐
の
た
め
の
呪
制
を
穏
柑
t
る
宇
一
と
が

E
要
に
な
る
ム
ス

が
あ
る
ニ
と
ι
ー
も
沖

uzrる
巨
史
が
あ
る

一ー
ο

立
お
、
畳
間
杭
法
は
、
レ
わ
ぬ
乙
一
菅
川
悦
紘
一
一
法
」
の
一
ワ
と
し
て
、
出
斜
仙
の
抱
一
h
u刊
、
一
ノ
間
話
法
律
の
繋
情
等
に
村
山
1
9
4法
伴
お
よ
び

都
市
対
地
保
ム

1目
指
寸
の
一
品
キ
改

r－
。
法
律
と
司
川
iv
制
定
宗
引
す
コ
国
税
法
円
前
－
h
i
v
仰
い
行
関
係
法
律

2Rπ
備
等
じ
相
J
q
e
む
法
律
（
藍
南

川
山
）
は
、
ぷ
市
計
肺
ふ
建
築
基
準
法
暑
の
問
係
法
也
；
／
会
一
景
同
法
山
制
定
に
作
）
い
な
術
的
な
改
正
走
行
う
に
と
い
二
ま
ら

11
屋
外
生
い
初

仙
の
円
併
に
〔
同
わ
る
長
安
な
改
H
J
P
O
打
勺
て
U

る
改
－
什
犀
外
広
告
物
法
は
、
北
畑
山
的
に
市
川
ヒ
ム

LFば
、
民
肝
心
且
一
悦
円
形
成
の
た
町
九

且
｛
純
化
川
上
、
車
約
わ
か
勃
呆
J
2

も九

h
L～J
P
4
7
乙
思
わ
れ
る
が
、
社
出
同
法
以
外
m
v
J仏
律
は
へ
J
柄
で
は
対
象
2
し
去
し

7
1
一
且
｛
川
同
法
制
定
以
前
の
法
制
t
z
i
つ
い
ご
北
端
に
は
、
脇
町
南
青
「
γ
イ

y
に
お
げ
る
部
ト
ル
景
誌
は
糾
の
り
三
灰
2

一
」
ワ
ロ
ー
と
ン
の
剛
院

長
化
防

H
法
［

4
2一5
5一
言
店
長
L
Z
N
r
を
牛
に
h
i
l
t
広
島
立
与
十
一
ハ
在
↓
l

甘－一一

C
C
一
一
二
八
一
円
民
下
お
よ
び
て
こ
で
引
用
さ

れ
た
仁
一
献
之
J

守田川
C

一5

且
｛
摂
法
制
定
以
前
の

E
問
問
弘
、
到
の
一
容
に
つ
一
L
ど
は
、
刊
に
、
伊
段
修
一
郎

rhい
市
持
へ
士
山
政
誌
午
析
。
景
同
日
条
河
か
ら
景
罰
法
ヘ
』

（
木
退
社
、
一
ハ
〉
「
リ
L

九一三一
4Lr
日。

一6
J

羊
ど
は
、
呈
観
の
t
こ
め

ω
lい
ん
利
店
規
制
の
根
拠
；
／
会
一
、
ド
パ
ノ
の
且
一
汗
川
聞
け
比
制
引
用
人
間

t
R阿
ま

x
t
M下
山
ょ
、
ノ
な
脂
川
畑
止
し
た
三
ど

が
あ
る
一
衆
書
官
、
事
U

一一ワ（委一

ι調
査
涼
己
主
、
「
「
μ
木
i
y
一
＼
ノ
ソ
刊
訂
？
ヘ
一
都
品
訂
闘
い
が
市
景
剣
形
ほ
と
肘
ー
一
色
権
制
限
F

〔
衆
議
院

wy民

同
y
官
会
事
九
段
胃
、

C
C
E）
有
一
巨
以
卜
コ

寸
f
J
j
u
お
い
て
は
、
川
国
閣
内
山
状
主
に
調
M
4ゆ
る
よ
う
ド
ド
建
築
を
す
る
こ
と
は
土
地
所
白
惇
者
の
者
お
じ
あ
る
、
と
い

q
v
h
u
f方
が
l
u
く

13
ら
2
0
j
t
L
て
い
た
ご

7
｝
た
違
い
を
、
司
民
性
刀
法
い
と
い
〕
す
文
化
的
決
定
論
ゃ
、
所
有
採
の
訂
人
目
的
拘
束
に
対
す
る
苦
r
万
の
浅
い

と
い
ぺ
抽
象
的
了
間
う
一
州
仁
解
消
、
X

す
る
の
一
に
は
な
く
、
も
う
少
1
八パ杭
1
0

る
史
、
試
詰
亡
は
あ
る
が
、
、
パ
ゾ
の
法
制
反
の

Hm磁
に
は
、
次
の
よ

う
と
考
え
土
、
ん
」
仰
る
の
で
は
な
い
か
ζ

思
わ
れ
る

二
地
列
有
待
者
、
は
ー
円
一
い
や
戸
む
お
む
サ
刊
A
1

／
り
建
知
人
Jtf打、ハノロ
h

日
が
あ
乙
」
L
C
も
、
あ
心
持
｛
止
め
い
均
AJ
で
ぞ
れ
を
実
刻
寸
p
h
ご

と
ま
で
は
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川
ふ
位
さ
れ
て
い
な
し
へ
必
要
に
じ
じ
：
現
在
一
り
可
有
地
小
l

河
川
叫
す
る
土
り
員
貸
す
る
な
Y1ー
し
て
、
自
加
古
宇
佐
涜
υ
封
負
担
な
し
に
、
戸
川
ん
の
望
一

ιア
ザ

q
ン
仁
ふ
ち
山
、
い
嶋
掛
川
へ
移
動
L
ご
珪
長
が
で
き
る
な
お
う
ば
ぞ
れ
で
高

μ一4
べ
き
で
あ
る
一
そ
れ
が
、
土
地
！
と
い
う
、
自
現
で
あ

リ
、
お
か
J号
、
と
か
で
主
ず
、
相
育

4
川
和
部
い
を
投
ほ
L
q
材
味
な
財
産
に
同
有
引
制
約
で
め
る
〉
以
｝
の
ょ
っ
な
＆
J
r
J
L
i
k
m
叱

こ
れ
に
対

L
1
じ
ー
や
怠
い

L
辻
、
特
’
け
の
ア
ザ
ノ
ペ
シ
の
連
日
本
を

t
地
問
者
ほ
巳
ー
が
明
む
計
｛
止
の
杭
ム
k
f実
反
ご
う
る
わ
し
ご
ー
か
の

1
4内

産
に
せ
P

主
一
者
択
一

h
d
l
y
Jが
強
’
＼
人
＋
節
約
た
け
に
令
面
市
ν
一V
容
と
の
H
H
に
、
場
古
川
町
斡
到
止
止

J
E
支
品
Jhf
吋
能
に
す
る
と
い
う
甲
師
会

解
仇
が
あ
る
三
と
か
、
！
？
分
意
識
さ
れ
て
い
お
7
0

か
っ
た
の
で
は
な
い
ー
や
へ

F

一
ハ
し
た

E
4
u支
配
気
れ
て
い
句
乙
ヘ
持
定
心
地
占
で
一
定
の
J

4

イ
L
を
同
制
寸
る
こ
と
が
、
ド
ハ
〆
f
ザ
イ
’
の
一
較
的
禁
中
と
司
視
さ
れ
O
か
ら
、
規
制
ー
も
コ
い
、
強
い
什
守
化
カ
五
要
に
な
り
、
景
誌

の
よ
、
ノ
な
同
念
的
利
訴
で
は
荒
川
山
桜
拠
と
し
て

ωい
、
と
い
っ

t
x方
が
出
て
き
わ
す
い
の
で
は
な
か
ろ
う
町
）

土
地
育
有
地
者
か
希
望
す
る
中
市
F1
シ
山
口
出
叫
が
特
定
の
地
引
に
お
い
、
間
制
さ
れ
と
と
し
て
も
、
！
？
地
同
白
壇
P
R
n
j
4
M
J
h一
な
が
山
内
E
色

ιむ
L
に
地
の
ι
T
ぬ
い
が
で
実
現
4
砲
で
あ
る
な
ら
ば
捌
ihJt
根
市
均
一
日
立
当
化
L
Cよ
い
、
と
L
、
ノ
芳
二
八
万
4
2
一
部
出
る
こ
よ
ヘ
ム
守
、
都
介
畳
間

日
生
当
医
師
一
完
成
の
と
め
の
込
制
度
作
づ
由
選
用
に
あ
れ
一
っ
て
一
つ
の
認
に
九
ふ
る
円
で
は
な
い
か
と
司
わ
れ
る
υ

一

一7

r
一
い
綱
に
辻
、
野
中
い
口
問
均
刈
一
一
、
一
一
九
目
以
l
、
『

f
ン
フ
リ
l

～：ブ
U
l
r、
土
橋
宇
一
吋
郡
市
計
阿
川
山
仙
の
比
較
研
究
｜
｜
』
治

北
校
を
け

νと
し
て
』
～
同
本
評
論
付
、
一
九
i
ノ五

J

一
j
六一汁
J
M
Y？官。陪

r

一8

近

T
り
ま
ち
づ
く
り
法
制
の
岐
与
は
、
わ
元

E
の
社
会
情
造
が
一
都
U
化
社
会
ー
か
わ
一
都
一
育
む
右
人
口
」
へ
変
化
L
h
一
と
い
う
認
識
を
背

景
に
、
二
、
紅
逆
手
れ
て
い
る
一
す
二
一
、
早
明
日
誌
川
町
議
白
川
日
以
い
い
目
、
都
市
当
社
会
の
ま
ち
づ
く
什
の

H
玉
川
三
っ
と
ー
二
に
位
恒
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
一
戸
綱
ト
は
、
町
包
充
ま
fJ
づ
く
り
と
が
方
分
社
」
竺
院
長
一
ほ
か
開
？
よ
り
；
一
〈
り
持
場
行
政

ω法
的
課
思
』
三
木
一
面

両
社
、
一
ロ
パ
七
＼
川
一
白
ヰ
ー
も
ふ
回
一

r

一qy

一
直
正
な
杭
限
」
と
い
う
文
一
一
口
は
、
部
山
訂
凶
法
一
条
じ
悦
三
－
一
も
れ
と
号
、
え
れ
れ

L

一
時
正
な
L

と
い
う
け
附
師
請
に
つ
「
、
は
、

ー
人
々
の
生
活
や
科
凶
ー
口
勤
時
J

に
支
障
を
さ
や
一
4
よ
う
な
追
川
伎
の
制
限
一
ど
は
な
い
こ
と
を
意
味
「
る
－

L
い
う
！
一
訪
山
斤
に
よ
る
説
明
が
あ
り
、

羽
判
円
行
3
E
S
F
か
な
い
f
h
つ
l

午
和
を
柿
的
る
一
」
と
も
ゼ
ヨ
ィ
♂
引
、
い
る
よ
J
で品川
J
d

コ叫
1
2河
川
台
前
い
村

K
係
省
令
環
境
省
「
景
観
決

法
店
指
針
L

h

平
成
一

t
年
九
司
〉
一
一
H
A
T
害
問
℃
ム
な
み
＼
一
一
円
「
出
制
止
運
座
出
引
」
は
、
故
方
山
口
悼
法
一
円
ム
ヘ
氷
川
悶

r
草
U
J
J
L

技

術
力
と
防
一
吉
」

L
て
売
さ

ιれJ
も
の
で
あ
る

一
日
、
い
史
観
渋
川
研
究
会
堀
一
逐
条
郁
～

lz持
法
一

、
ド

d
d

？
っ
セ

ρ

八
一
口
先
与
田
－

こ
れ
h

対
し
、
亘
F

時
間
指
河
一
］
一
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’Rは
、
形
能
川
「
尼
げ
の
制
限
以
外
の
宇
品
ず
か
金
丈
命
令
の
対
象
か
ム
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
守
っ
き
、
［
川
市
同
）
法
か
、
既
存
一
り
土
地
一
割
川
規
制

法
印
刷
仁
よ
る
諸
制
約
そ
訓
勾
J

灯
前
読
と
ー
二
主
人
山
科
れ
じ
い
る
こ
ー
と
が
リ
か
が
～
ん
る
｝
ニ
レ
ス
お
よ
び
、
ー
建
い
州
市
川
斗
止

η

苧
法
乃
花
規
定
と
の
珂
で

飢
断
ム
リ
生
〉
》
る
吋
能
什
E
あ
ら
か
v

～
め
園
遊
9

V

よ
ー
と
す
る
4
7
J
曹
に
よ
る
も
の
と
世
制
さ
れ
る
一
ご
と
を
指
持
す
る
｝
も
コ
と
も
、
首
J
V

司
る

よ
今
に
も

i
ー
は
ー
呈
副
同
地
区
内
制
－
一
え
に
よ
川
、
建
築
物
の
高
三
、
壁
町
の
仕
置
の
制
限
‘
敷
NmEr南
円
前
川
正
除
雪
一
）

ρ
て
も
権
力
的
規
制
」
令

3
？
1
1
こ〆一

ν
けつ
A

G

I

一
亡
、
手
コ

l
l
t
、

〈

3
L
K
J
v
l
l
j

一
日
』
。
ぉ
、
進
l

出
斜
地
町
い
は
、
出
街
地
戸
」
必
ハ
た
」
川
、
草
原
田
酢
の
仰
木
全
長
何
れ
る
た
め

u

か
け
吊
い
で
と
が
で
き
ず
（
ム
エ
円

J
N条
一
泊
ブ
一
、
ま
た

伴
内
述
す
る
よ
ヘ
ー
も
条
例
制
定
が
規
制
吏
件
と
さ
れ
r
h

い
る
一
一
め
、

4
れ
ら
の
巾
で
は
モ
海
地
一
対
と
h
ま

変

わ

な

い
3

一日
J

景
同
法
制
研
究
会
商
臼
括
主
十
一
日
）
一
五
一

i

一
一
九
一
豆
、
↓
五
回
頁
を
巻
町
一

一円
U

～
且
一
偽
沼
山
川
町
駅
究
会
靖
・
前
掲
せ
い
μ

一
二
ヘ
プ
一
一
二
王
手
主
出
i
u

一H
～
五
ふ
川
良
敬
立
小
川
川
明
推
一
部
三
叶
判
九
円
一
控
の
括
起
を
担
え
一
品
一
khι

肌
江
主
育
、
一
九
九
二

m
州
民
以

F
は
、
一
一
れ
を
ー
メ
二
匂

追加一卜
H
J山
一
と
み
7
J
て
担
判
J
9
品。

一
日
景
説
法
制
研
究
uy
漏
有
持
片
一

M
F
一
斗
一
i

一
九
川
買
を
会
計
c

一
日
景
制
法
制
研
究
会
編
前
掲
汁
一
M
U
～一

L
一
見
γ
？官。
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